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「超 伝 導 も一・家 に一・台」 の 時 代 へ
核 融合用 超伝 導 磁石 構成 材料 の 開発 のた め に、極低 温 ・高 応 力 ・放 射線 環境 下 で の材料 物性 の工 学 的
研 究 を行 って い ます。 従 って キ ー ワー ドと して は 「超伝 導 」「極 低 温」 「放 射線 」 「材 料物 性 」 とい った
言 葉 に な るの です が、 これ に関 して関 係者 以 外 の周 りの方 か らは一様 に 「大変 そ うです ね」 「難 し くて
わか りに くい」 「聞い た事 は あ るけれ ど何 で した か」 との御 感想 をい た だ き ます。 各 々 の研 究 に は各分
野 の先 端 科学 を追 求 す るとい う崇 高 な 目標 が あ るのは わか って いて も、 それ が社 会 に どの よ うな形 で 貢
献 で き反映 され てい くの か とい う事 までが 、現実 問題 と してな か なか見 えて こない のが、 多少 歯 がゆ く
もあ ります。
話 は少 し変 わ ります が、 今や 「半 導体 」 とい えば実 体 は知 らな くと も電 気製 品 やパ ソ コソ、携 帯 電話
な どに入 って い る便利 なモ ノだ とい う世 間一 般 の認知 があ り、 マー ケ ッ トと して十 分 開拓 され て い ます。
その上 に成 り立 つ 「通 信」分 野 も現 在注 目を浴 びて い ます。 故 に活気 の あ る業 界 で あ り、研 究成 果 が身
の回 りに反 映 され やす いの も事実 です。 この よ うな事 を書 いて超 伝導 と半 導体 の業 界比 較 をす るつ も り
は毛 頭 あ りませ ん。 もち ろ んSMES、ITER用 超 伝 導磁 石 な ど、 将来 来 た るべ きエネ ル ギー 問題 を解 決
す るため の研究 が非難 され るは ず はあ りません。 しか し半 導体 分 野の よ うな形 で の社 会 へ の貢献 もで き
るポ テ ソシ ャル を、超伝 導分 野 は持 ってい る よ うに思 い ます。 た だ惜 しむ ら くは、 現状 で その よ うな ア
プ リケー シ ョンが実 用化 されて い ない事 です 。
現在 、超 伝導 分野 の 開発 は大型 化 への ス テ ップを踏 み つつ あ ります。 これは ダ ウンサイ ジ ソ グの世 相
と逆 行 して い る よ うに も思 い ます 。超 伝導 は現象論 的 に は半導体 よ りも極微 的 で あ るのに応用 分 野 で は
そ うで な い、 とい うの も変 わ った話で す。 そ こで来 世紀 には超伝 導 ・低 温工 学 の分野 で もダ ウソサ イ ジ
ソ グ され た アプ リケー シ ョソが で きて くると思 ってい ます 。寒 剤 が必要 で あ るので携 帯 用 品に は用 い に
くい よ うに思 い ますの で、家 庭電 化製 品程 度 の大 きさの製 品 に な るで し ょう。用 途 的 には通 信分 野 に期
待 して い ます。 そ うす ると超 伝導 製 品が一 家 に一 台の世 の中 が実 現 して もな ん ら不思 議 は ない ので は な
い で し ょうか。「超 伝 導 が一 家 に一 台」 の時 代 、現 状 で は想像 もつ きませ んが 、超 伝導 が身 の回 りに ぐ
ん と近 くな る時 までに材料 開 発 の立場 か ら少 しで もそ れ に貢献 で きれ ば と思 ってい ます 。
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